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＜連絡事項＞

＜外来情報＞

本田　英之様～本日外来受診予定ですが来院されず、自宅へ電話連絡してもつながりません。外来担当医へは報告しています。

＜新患情報＞

11/28　犹守ムツ子様（センター受診）

　　　　H23.11に入り物忘れが頻回に見られるようになり、H23.11.14かかりつけである“かの

はらクリニック“を受診。同院で対応困難である事から東八戸病院を当院勧められ受診。

同院でも対応困難の為、当院勧められ受診相談となっている。
物忘れの症状として、見当識障害、同じことを何度も聞く、診察券とキャッシュカード

の区別がつかないなど認められている。

また、以前からアルコール摂取にも問題があり、飲酒して道路脇の側溝に落ちたり、路

上で転倒している事があった様子。

11/28　若松　忠雄様（センター受診）

　　　現在五戸町にて､司法書士として自営の事務所で業務を行っている。H23年10月末頃に義兄が死去し､その後より仕事の場面で､書類作成を行っているうちに別件が入り､また書類作成に戻ったときにどの書類を作成していたかを忘れる､書類内容を妻に確認してもらうが確認後妻から戻された書類が何の書類か分からなくなるなどの物忘れが出現。また日付を忘れるなどの見当識障害も認められるとのこと。妻からの情報では義兄の死の前にも時折人の名前が出てこないこと､物の閉まった場所を忘れるなどということはあったが､義兄の死後物忘れが目立つようになったとのこと。本人は現在の状態が続くことで､業務上で大きな間違いをしてしまうのではないかと不安があると話す。

　　　　本人･家族は物忘れが見られる様になったきっかけとして､義兄の死を挙げている。本人は義兄の遺体を確認した際に､10年程前に自殺をした長女の死の状況を思い出してしまったと話す。またｽﾄﾚｽ要因として仙台にて就労していた次女(難聴により身体障害者福祉手帳を所持。仙台在住時業務上のｽﾄﾚｽにて心療内科に受診していた)が帰郷したことから､次女の生活のことや疾患のことが心配であったと話す。また次女が無職である為自身が仕事を続けなければならないと考えており､現在の状態で今後も仕事を続けていけるのか不安が強い様子。本人は現在の状況について｢世界が灰色みたいだ｣と表現する。食欲はあり食事摂取は行っている。睡眠時間も確保できているとのことで問題にはなっていない。物忘れ等で業務能率は低下しているとのことであるが､仕事への意欲は保たれている。また時折胸や頭が痛くなることがあると身体不調を訴える。

　　　　既往歴として､H14年に大腸癌に罹患し､五戸総合病院にて大腸30cm程摘出しているとのこと。以後5年間程は定期的に通院し､検査等を実施していた様子だが､近年は受診していないとのこと。会話中終始落ち着かない様子で､診察券や保険証を探すような行動がある。妻の情報では以前から落ち着きに欠けることがあったと話している。
